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令和６年１２月門川町定例教育委員会会議録（概要版） 

 

１ 日  時  令和６年１２月１９日（木） 午前９時００分～午前１０時１２分 

２ 場 所  教育長室 

３ 出席委員  金子文雄教育長、新名章教育長職務代理者、山倉照子委員 

４ 事 務 局  大澤教育課長 

５ 議  案  議案第 16 号 教育財産の取得の申出について 

議案第 17号 令和７年度校区外通学許可申請について 

６ そ の 他  ・令和７年二十歳の記念式について 

        ・令和６年度わたしたちの思いを語る会について 

・教育委員会１月の行事予定について 

・１月定例会の日程について 

 

７ 会議の概要 

（１）開会（午前９時００分） 

 

（２）会議録の承認 

  教育長から１１月定例教育委員会の会議録の承認が諮られ、承認された。 

 

（３）教育長あいさつ 

    本年も残すところ２週間となり、町内小中学校はあと１週間で冬休みに入る。今年、大東建

託が発表した「街の幸福度ランキング２０２４＜九州・沖縄版＞」では門川町が九州１位に、

また「住み続けたい街ランキング２０２４」においても門川町が宮崎県１位、九州で９位と高

く評価され、地域の盛り上がりを感じている。 

    一方で、昨日開催された課長会で配付された、まちづくりに係る町民アンケートの結果では、

「教育環境がよくない」等の厳しい意見があった。１２月のうちにこれまでの取組を振り返り、

１月当初には役場職員による学校訪問を行うことを予定している。学校のサポート等を通して、

次年度は教育委員会と学校がしっかりと一致団結して取組を強化していかなければならない。

厳しい部分もあるが、職員が一致団結して指導を向けることで効果が出てくるものであると思

うので、教育委員の皆さんも温かく見守っていただき、また、ご意見をいただきながら進めて

まいりたい。 

 

（４）教育長報告 

・１２月業務報告 

    ３日 議会・開会 

    ４日 議会・一般質問 

５日 議会・一般質問 

    ６日 町議会・閉会 

    ８日 KADOGAWA ベースボールフェスタ 
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    ９日 人事評価フィードバック 

     １０日 令和７年度当初予算教育長ヒアリング 

         第２回拡大学校運営協議会 

    １１日 人事評価フィードバック 

    １２日 令和６年度市町村教育委員研修会（オンライン） 

１３日 県スポーツ協会来課 

１６日 町内小・中学校下校時避難訓練 

１８日 定例校長会 

    定例課長会 

１９日 定例教育委員会 

    門川町行財政改革構想審議会 

２０日 ハーベストネクスト株式会社挨拶 

２１日 宮崎県市町村対抗駅伝競走大会門川選手団激励会 

２３日 新規スクールバス運行開始 

２６日 定例地区会長会 

２７日 仕事納め式 

 

・１２月校長会の報告 

金子教育長が校長会資料に沿って報告 

①学校経営について ３学期に向けての計画、PDCA サイクルを活用した次年度の構想 

②学力向上について プロジェクト委員会のまとめ、ICT 活用 

③生徒指導について 一枚岩の指導、役場職員を対象としたオープンスクールの実施 

 ④人材育成・人事異動について 教職員への助言、講師などの人材確保 

 ⑤家庭・地域との連携について コミュニティスクールと地域学校協働活動の実践・推進 

 ⑥危機管理について 下校時避難訓練の振り返り、冬季休業中の服務規律・児童生徒の指導、 

           教育研究所・教育相談の活用 

 ⑦１２月議会の内容について 

 

   〇新名章委員 

     オープンスクールについて教職員はどう思うのか。「自分たちでしっかりやろう」、「一枚

岩になってやろう」という声を、教職員から上げられるようになってほしい。一枚岩の指導

ができると必ず学校が変われると思うが、簡単なことではない。今は地域の方を含め多くの

方が学校にサポートに入り、皆で支えていくことが当たり前になっている。自分もできる範

囲でなんとかしなければならないと考えている。校長も忸怩たる思いをされているのではな

いか。分からないことがあっても先輩に聞くことができない若い先生が多く、教職員をどう

育てていくかが難しくなっているように感じている。先生方にも教育研究所の教育相談を活

用してもらいたい。先生方に、課題をひとつずつでも皆で解決していこうという姿勢が生ま

れてくれば、子どもは絶対について来ると思う。 

 



3 

   〇山倉照子委員 

     自分も同じように感じることがあった。書写支援で学校に行った際、意欲的な先生もいれ

ば、声を掛けても動かない先生もいる。戸惑っているのに助けを求めず、そのまま終わって

しまうことがあると感じる。 

   ●金子教育長 

     校内ではメンターチームという先輩が後輩に教える研修の在り方が大事だとされている。

身近な先輩から教わることは非常に大事だが、コミュニケーション力が必要となる。先輩や

保護者とうまく話ができず離職する若い先生方はコミュニケーション能力が身についてい

ない方も多く、またそういうことをじっくり話す機会もない。 

     今回の学校訪問は他課から協力の声をいただき実施するものである。また今後は、しっか

りと舵取りができるように、リーダーとなる先生方に研修の機会を設けることを検討してい

る。 

 

（５）議事 

・議案第 16 号 教育財産の取得の申出について 

    大澤教育課長が資料に沿って説明 

     先日の議会で追認の議決を得た、小学校教師用教科書及び指導書等を購入したことについ   

て報告するものである。教師用教科書及び指導書等は、改訂のたびに更新され廃棄されるこ

とや消耗品費として購入していることから、財産には該当しないと認識していたが、今回、

他自治体の報道発表等により改めて総務省から「指導書は動産である」との見解が示された。

このことを受けて、12 月議会に平成 27 年度、令和２年度、令和６年度購入分について議案

を提出し議決を得たところである。教育委員会においても教育財産であるとの認識のもと改

めて申出を行うものであるが、今回は議会に提案した３件のみを取り急ぎ提案させていただ

いた。他に該当するものがないか調査中であるため、該当があった場合は今後提案させてい

ただきたい。 

  〇新名章委員 

     指導書と教科書の数が違うのは何故か。 

●大澤教育課長 

  指導書は解説等が詳しく記載されているため数冊に及んだり、別冊があったりするため。 

●金子教育長  承認いただけるか。 

   〇委員     はい。 

 

・議案第 17 号 令和７年度校区外通学許可申請について 

    黒木学校教育係主査が資料に沿って説明 

    令和７年度における校区外通学許可申請について、門川町立小中学校通学区域に関する規

則第４条に基づき教育委員会に諮るものである。対象の児童生徒は、新規３名、継続 26名

である。 

  ●金子教育長  承認いただけるか。 

   〇委員     はい。 
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（６）その他 

 ・令和７年二十歳の記念式ついて 

岩佐社会教育係主事が資料に沿って日程及びプログラム等の説明を行い、教育委員各位へ出席

を依頼。 

 

・令和６年度わたしたちの思いを語る会ついて 

黒木学校教育係主査が資料に沿って日程及びプログラム等の説明を行い、教育委員各位へ出席

を依頼。 

 

・教育委員会１月の行事予定について 

   大澤教育課長が資料に沿って説明 

 

・１月定例会の日程について 

   第一候補日：１月２４日（金）午前９時から 

   第二候補日：１月２０日（月） 

   第三候補日：１月２２日（水） 

欠席委員に確認したうえで決定し、後日連絡する。 

 

●金子教育長 

現在１１月に実施している「わんぱく芸術家壁画制作」を３月に変更できないかと学校か

ら要望が上がり検討が進められている。また、門川町善行児童生徒表彰の候補者を各学校に

募集しているところである。 

 

（７） 閉会（午前１０時１２分） 

 


